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【エックス線撮影の種類について】
	□間接撮影
　　↓
右の条件を満たしていますか
□はい　　□いいえ
	100mm ミラーカメラと、定格出力150kV 以上の撮影装置を用いて120kV 以上の管電圧により撮影する。やむを得ず定格出力125kV の撮影装置を用いる場合は、110kV 以上の管電圧による撮影を行い縦隔部の感度を肺野部に対して高めるため、希土類（グラデーション型）蛍光板を用いる。
定格出力125kV 未満の撮影装置は用いない。

	□直接撮影
　(スクリーン・フィルム法)
　　↓
右の条件を満たしていますか
□はい　　□いいえ
	被検者－管球間距離を150cm 以上とし、定格出力150kV以上の撮影装置を用い、120kV 以上の管電圧及び希土類システム（希土類増感紙＋オルソタイプフィルム）による撮影がよい。やむを得ず100～120kV の管電圧で撮影する場合も、被曝軽減のために希土類システム（希土類増感紙＋オルソタイプフィルム）を用いる。

	□直接撮影
　(デジタル画像)
　　↓
右の条件を満たしていますか
□はい　　□いいえ
	X 線検出器として、輝尽性蛍光体を塗布したイメージングプレート(IP)を用いたCR システム、平面検出器(FPD) もしくは固体半導体（CCD、CMOS など）を用いたDR システムのいずれかを使用する。管球検出器間距離（撮影距離）150cm 以上、X 線管電圧120～140ｋV、撮影mAs 値4mAs 程度以下、入射表面線量0.3mGy 以下、グリッド比8：1 以上、の条件下で撮影されることが望ましい。





【撮影装置等について】
	胸部エックス線撮影装置
	機種名
	

	
	メーカー
	

	
	被検者との管球距離
	ｍ

	
	撮影装置定格出力
	ｋＶ

	
	撮影電圧設定値
	ｋＶ

	画像処理装置
	規格名
	

	
	メーカー
	

	フィルムサイズ
	

	モニタ読影
	□あり　　　□なし




[bookmark: _GoBack]
【読影医について】
	読影医氏名
	生年
	所属医療機関
	専門とする診療科目
	専門科医師としての経験年数
	肺がん検診に従事した年数
	令和５年４月以降の「肺がん検診に関する症例検討会や読影講習会※」受講の有無

	
	年
	
	□呼吸器内科
□呼吸器外科
□放射線科
	年
	年
	□あり　　□なし

	
	年
	
	□呼吸器内科
□呼吸器外科
□放射線科
	年
	年
	□あり　　□なし

	
	年
	
	□呼吸器内科
□呼吸器外科
□放射線科
	年
	年
	□あり　　□なし

	
	年
	
	□呼吸器内科
□呼吸器外科
□放射線科
	年
	年
	□あり　　□なし

	
	年
	
	□呼吸器内科
□呼吸器外科
□放射線科
	年
	年
	□あり　　□なし

	
	年
	
	□呼吸器内科
□呼吸器外科
□放射線科
	年
	年
	□あり　　□なし

	
	年
	
	□呼吸器内科
□呼吸器外科
□放射線科
	年
	年
	□あり　　□なし


※松江市主催の症例検討会を令和　年度中に計画しております。症例検討会の実施に際しては改めてご案内いたします。
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